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Microsurgical anterior cervical foraminotomy
(transuncal approach) for cervical radiculopathy 
Microsurgical anterior cervical foraminotomy

頚椎神経根症に対する
顕微鏡視下頸椎
前方椎間孔拡大術（MacF）
-transuncal approach-

˘F/

˘F!

無料
受講料

C6/7 の左 C7 神経根症の術前術後の MRI と CT 画像

MacF除圧術前後の３DCT画像
●募集人数：10名
●応募資格：TeleOSprogram会員（無料）
●応募期間：2022年12月16日㈮より
●応募方法：①氏名、②所属施設名と所在地、③メールアドレス、④携帯電話番号を
 teleos-office@jpstss.jp宛に送付する

2023年3月 28日 ㈫
開催日

19:00～20:00

【講演内容】 
頚椎神経根症に対する顕微鏡視下頸椎前方椎間孔拡大
術は頚椎後方椎間孔拡大術と相反して頸椎前方より頚椎
神経根を除圧する術式である。後方法はわが国の整形外
科領域では広く行われているが前方法については最近脳
神経外科領域で行われるようになって来た。その第一人者
は脳神経外科の脊椎外科医の土屋直人先生である。 
本手術手技ビデオ講演は１９００例に及ぶ自験例に基づい
て作成したものである。 
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